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ご挨拶	 

中央執行委員長	 境英俊	 

	 

	 本年度中央執行委員長を務めます、教育支部の境英俊です。当初は支部長をお願いされ

ていましたが、突然執行委員長にということでいささか戸惑っておりますし、とても委員

長という大役を務めるだけの力もございません。しかし、引き受けたからには精一杯務め

たいと思いますので、よろしくお願いいたします。	 

今年度は三役として、副委員長に前書記長の渋谷さん（法文支部）、書記長に小林さん

（生物資源科学部支部）、中央執行委員として、西田さん・永見さん（教育支部）、内藤

さん・渡邉さん（法文支部）、江角さん（生物資源科学部支部）、國井さん（総合理工支

部）、水野さん・大崎さん（職員支部）、そして書記の石橋さんのメンバーで 1年間活動

してまいりますので、ご協力のほどよろしくお願いいたします。	 

昨年度は、学長選挙に伴う公開質問状の取り組みにより、民主的な選挙（意向調査）が

行われました。また、最も大きな問題として臨時給与削減問題が浮上し、赤坂委員長をは

じめとする前中執の活動は、まさにこの問題への対応に終始することになりました。おか

げで、削減率の圧縮と代償措置を獲得することができました。改めて前中執の皆様のご苦

労に敬意を表すとともに、感謝申し上げます。	 

今年度は、基本的には昨年度の活動方針を踏襲し、以下の活動を進めてまいります。	 

	 

１．団体交渉	 ２．過半数代表者との連携	 ３．社会的活動、他団体・加盟団体との連携・

共同、地域との共同	 ４．組織拡大	 ５．専門部の活動	 

	 

	 私が中執に入るのは 2 回目です。1 回目は副委員長の立場でしたが、組合活動について

はよく理解できませんでした。しかし、1 年間務めたおかげで他支部の教職員と知り合い

になり、現在も仲良くしていただいております。この 1年上記の活動に取り組みながら、

楽しい組合になるよう皆で頑張ってまいりましょう。	 
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全大教教研集会報告（東京海洋大学  越中島キャンパス）  

 

	 9月 21日（金）から 23日（日）にかけて、東京海洋大学越中島キャンパスにおいて開
催された全国大学高専教職員組合第 24回教職員研究集会に、22日、23日の 2日間、参加
しました。今回は合同分科会「大学における教育実践＋東北大震災・福島原発事故にかか

わる教育と支援活動」、分科会「要求活動と結合した組合づくり、毎年純増を目指して！」、

学習講座「国立大学法人等の労働者の権利侵害に対する闘い（笹山尚人氏、弁護士、全大

教顧問弁護団）」に参加しました。大会では災害発生時に現員確認ができるように毎日、

受付で出席確認を求めるなど、もしも地震が起きた場合の対応が配布書類に示されていま

した。 
	 分科会では、新潟県栄村で起きた地震の復興活動のボランティア報告などがありまし

た。印象に残ったのは、信州大学では緊急地震速報が館外（農学部では学内とはいえ畑や

林にいることも多いから）にいる全構成員に伝わるように、屋外放送を設置するように求

めることが報告されました。名古屋大学は学生にも 1つずつヘルメットを配備し、井戸水
が震災時に活用できるように整備しているようです。さらに仮設トイレの準備も計画にあ

がっているそうでした。大学は職員、学生だけでなく、近隣からも一般の市民が避難して

くることも想定しないといけないということでした。 
	 笹山氏の学習会では、いくつかの労働条件にかかわる裁判事例を紹介しながら、裁判を

進める上での組合の存在意義が述べられました。和解交渉の場合にも組合が後押しした結

果、より高い条件の和解を獲得できたケースもありました。 
	 組合員拡大についての分科会では、労働条件については組合員と非組合員では差がつか

ないことが多いことから、いかにして組合に参加するメリットを作るかが議論になりまし

た。これからの大学がどのような方向に向かうのか、あるいは国、文部科学省などがどう

しようとしているのかというような情報が入手できるのも、メリットではないかという意

見もありました。ある大学では、パート職員対象に事務採用試験の試験対策や面接対策を

しているというのもありました。また組合に入った後、何のフォローもないのも問題であ

るという発言もあり、わたしたち執行部もこの点は注意しないといけないと考えました。	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 

（書記長	 小林和広） 
 

※※※※※※※※※※※※※今年度も映画鑑賞券の補助を行います（残りわずか）※※※※※※※※※※※※※※※ 

松江サティ東宝映画鑑賞券補助のお知らせ	 
	 大人券 1枚	 300円、子ども券 1枚	 200円の補助券を 8月 1日より発行します。一人 2枚まで（組

み合わせ自由）購入できます。3D映画は映画館受付で 300円の追加料金が必要です。 

ご希望の方は、お早めに組合 BOX（法文学部棟 2F 251号室）でご購入ください。枚数に限りがあり

ますので、なくなり次第終了となります。 

レポート  


